
人

令和　　　年　　　月　　　日（　　） 　　：　　　　　～　　　　：

宿泊 中止 延期 （施設管理者記入欄）

●施設利用のポイント

・入口等での手指消毒、施設・物品の徹底した清掃消毒など衛生対策

・共用空間を利用する場合は四方を空けた席配置とする（利用者数は席数の１／４）、宿泊は１室１名

・会議室の利用は原則認めない→大会議室31人(講師1人含む)、研修室８人(講師人含む)に人数制限して利用

【共通】
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【宿泊、食堂利用がある場合】

チェック欄

①

②

③

宿泊の可否

新型コロナウイルス感染症拡大防止のための県有スポーツ施設利用時チェックリスト

行事名 参加人数

宿泊日時

場所

令和２年６月１日作成
令和２年６月15日変更

・利用者同士の間隔の確保（２ｍ）や滞在時間を短時間とするなど密集・密閉・密接（３密）を回避

チェック項目

参
加
者
へ
の
依
頼

発熱・咳・倦怠感・息苦しさ等の症状がみられるときは、参加しないよう依頼したか

マスクの着用、手洗い、手指消毒や咳エチケットの徹底を依頼したか

高齢者や基礎疾患（糖尿病、心不全など）がある方への注意喚起はしたか

施
設
・
会
場
面

３つの条件（換気の悪い密閉空間、人の密集、近距離での会話や発生）が重ならないよう配慮して
いるか

換気回数は十分か（３０分に１回以上）、可能であれば２方向の窓を同時に開けること

広い場所を確保したか（人と人との距離は概ね２m）

運
営
面

宿泊：５６人以下、特定警戒都道府県以外の団体利用であるか（同一施設内人数以下）

共用空間利用する場合は四方を空けた席配置とする

オリエンテーションや密集して待機などを省くなど時間を短縮して宿泊できるよう工夫したか

宿泊前に事前教育と協力依頼をしたか「感染しない」「感染させない」「他人との距離をとる」の
確認をしたか

至近距離での対面接触を減らしたり、宿泊スケジュールを過密にしないタイムテーブルとしたか

宿泊は定員に関わらず、１室１名とする

浴室の利用は、４名（湯舟２名、洗い場２名）を上限目安とする

食堂の利用は座席の四方を空けた配置とする（利用者は概ねの席数の１／４とする）

飲食は提供していないか

利用者全員の氏名、連絡先、体調確認が分かる名簿を作成したか、また名簿を施設管理者に提出で
きるか

そ
の
他

宿泊開始時の検温の体制は整っているか

スポーツ後の飲み会、集会等は控えているか

チェック項目


